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鹿児島県大島郡瀬戸内町 今月のイベント｜「新鮮野菜はる市」５月13日（日）午前10時～

今月の表紙｜古仁屋小学校入学日（撮影日平成 30 年 4 月 6 日）初めての教室で緊張する中、説明を聞いていました。思い出たくさん作ってね♪

絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝、早起き、ラジオ体操、朝ごはん！

まちの人口と世帯｜住民基本台帳 平成 30 年 3 月末

人口｜合計
8,865 人（ 前月比 -137）　

人口｜男
4,287 人（ 前月比 -73）

人口｜女
4,578 人（前月比 -64）　

世帯数｜合計
5,154 世帯（ 前月比 -47）　

せとうち 月号5 平成 30年



　

は
じ
め
に

　

日
本
は
、
少
子
高
齢
化
と
い
う
「
国

難
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
危
機
に
直
面
し
て
お

り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
「
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」
の
調
査
に
お

い
て
２
０
６
０
年
に
３
９
１
０
人
、
老
齢

人
口
が
47
・
４
％
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
私
た
ち
の
町
は
、
ま
さ
に
国
難
の

最
前
線
に
在
り
ま
す
。

　

こ
の
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
、
未
来

に
繋
い
で
い
く
た
め
に
、
本
町
は
国
の
政

策
と
連
動
し
、
勇
気
を
持
っ
て
新
た
な
取

組
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

チ
ー
ム
せ
と
う
ち
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」

支
え
愛
事
業
の
活
動
を
通
じ
、
地
域
づ
く

り
に
〝
我
が
事
”
と
し
て
取
り
組
み
、
す

べ
て
の
町
民
を
〝
丸
ご
と
”
包
み
込
み
、

支
え
合
い
、
つ
な
が
り
合
え
る
心
豊
か
な

瀬
戸
内
町
を
目
指
し
ま
す
。

　

国
・
県
と
の
連
携
に
よ
り
、
国
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
ク
ル
ー
ズ
船
寄
港
地

を
誘
致
し
、
地
域
産
業
の
振
興
、
若
者
の

雇
用
創
出
、
若
者
の
地
域
定
着
及
び
Ｕ 

タ
ー
ン
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
「
世
界
自
然
遺
産
登
録
」
に
よ
る
観
光

客
増
に
対
応
で
き
る
受
け
皿
づ
く
り
の
た

め
、
市
街
地
の
空
き
家
・
空
き
地
の
利
活

用
を
官
民
連
携
に
よ
り
取
り
組
み
ま
す
。

　

海
上
自
衛
隊
の
拡
充
に
よ
り
、
国
を
守

り
、
地
域
を
守
る
隊
員
の
増
員
を
目
指
し

ま
す
。
全
て
の
町
民
が
幸
せ
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
、
若
者
が
希
望
を
持
っ
て

働
き
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
ま
ち
、
故
郷
を

遠
く
離
れ
、
辛
苦
の
中
で
日
本
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
先
輩
や
仲
間
た

ち
が
安
心
し
て
い
つ
で
も
帰
れ
る
ま
ち
を

創
る
こ
と
が
私
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

各
種
計
画

　

本
町
は
、
平
成
30
年
度
に
次
期
長
期
振

興
計
画
の
策
定
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
を

は
じ
め
、
平
成
30
年
度
中
に
策
定
予
定
で

あ
る
各
種
計
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
計
画
と
長
期
振
興
計
画
と
は
、
お
互
い

の
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
有
機
的
に
繋
が

り
、
計
画
の
実
現
に
向
け
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

防
災
体
制

　

土
砂
災
害
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
県

事
業
と
し
て
14
か
所
、
町
と
し
て
は
２
か

所
の
整
備
を
関
係
機
関
と
連
携
し
、
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
ソ
フ
ト
面
の

対
応
と
し
ま
し
て
は
、
県
と
連
携
し
な
が

ら
地
域
住
民
の
方
々
へ
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
の
説
明
及
び
自
主
防
災
避
難
等
へ
の

啓
発
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
い
て
は
、
救
急
救
命
士

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
医
療
機
関
と
の
更
な

る
連
携
強
化
を
進
め
、
救
命
率
の
向
上
を

図
る
ほ
か
、
講
習
会
等
の
開
催
に
よ
り
、

応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
防
火
対
象
物

に
お
け
る
消
防
用
設
備
等
の
設
置
、
消
防

訓
練
の
実
施
や
避
難
経
路
の
維
持
管
理

等
、
指
導
の
強
化
と
防
火
管
理
者
の
指
導

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
防

災
の
要
で
あ
る
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
か
ら
消
防
団
の
組
織
を
統
合
再
編
し

組
織
の
維
持
と
活
性
化
を
図
る
と
と
も

に
、
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
資
機
材
の

配
備
及
び
消
防
施
設
の
整
備
拡
充
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
情
報
伝
達
体
制
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
の
難
聴
地

区
が
一
部
で
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
の
で
、
調
査
し
各
世
帯
へ
の
戸
別
受

信
機
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
22
年
度
に
整
備
し
た
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
の
新
型

機
を
導
入
し
、情
報
伝
達
手
段
の
多
様
化
・

確
実
化
を
図
り
な
が
ら
、
防
災
情
報
及
び

災
害
時
の
情
報
伝
達
体
制
の
充
実
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

環
境
対
策

　

ご
み
処
理
対
策
の
「
不
燃
ご
み
」
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
町
内
企
業
に
お
い

て
、
ビ
ン
類
の
再
資
源
化
を
行
う
こ
と
で

「
不
燃
ご
み
」
の
減
量
化
を
図
り
つ
つ
、

最
終
処
分
場
の
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
大

島
地
区
衛
生
組
合
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
生
活
排
水
処
理

対
策
に
つ
い
て
は
、
合
併
浄
化
槽
整
備
の

さ
ら
な
る
促
進
を
図
り
、
公
共
用
水
域
の

水
質
浄
化
・
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
し
尿
処
理
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
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年
度
か
ら
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
建

設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
浄
水
場
の

設
備
改
修
と
老
朽
管
更
新
及
び
導
水
管
の

延
長
整
備
に
取
り
組
み
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
西
部

簡
易
水
道
及
び
蘇
刈
・
伊
須
の
簡
易
水
道

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
、
清
水

簡
易
水
道
の
統
合
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
節
子
簡
易
水
道
の
整
備
と

し
て
、
浄
水
場
施
設
及
び
陸
上
自
衛
隊
瀬

戸
内
新
駐
屯
地
（
仮
称
）
へ
の
送
水
施
設

整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

非
公
営
の
集
落
水
道
に
つ
い
て
も
、
安
全

で
安
心
な
生
活
用
水
を
供
給
す
る
た
め

に
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
医
療

　

本
年
度
は
、加
計
呂
麻
地
区
へ
の
医
療
・

福
祉
・
介
護
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
お
世

話
係
）配
置
事
業（「
島
の
保
健
室
」事
業
）

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、

未
熟
児
対
策
と
し
て
の
訪
問
指
導
や
養
育

医
療
な
ど
母
子
保
健
活
動
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、不
妊
に
悩
む
夫
婦
の
精
神
的
・

経
済
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
不
妊
治
療

に
係
る
治
療
費
の
一
部
と
妊
婦
健
康
診
査

に
係
る
交
通
費
や
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成

い
た
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
の
充
実

　

本
年
度
「
瀬
戸
内
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
高
齢
者
へ
の
就
業

機
会
の
提
供
や
社
会
参
加
と
生
き
が
い
作

り
に
貢
献
で
き
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
強
化
や
介
護
保

険
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
ま
た
は
要
支
援
状
態
と
な

る
こ
と
の
予
防
を
目
的
に
、
各
種
予
防
教

室
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ニ
サ
ロ
ン

や
海
カ
フ
ェ
等
の
多
様
な
地
域
資
源
の
活

用
を
図
り
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
活
支
援
の

取
組
を
総
合
的
に
支
援
・
調
整
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
の
充
実

　

基
幹
作
物
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い
て

は
、
遊
休
農
地
及
び
基
盤
整
備
地
区
を
中

心
に
、
春
植
え
株
出
し
に
よ
る
単
収
向
上

を
図
り
、
優
良
品
種
へ
の
更
新
に
よ
る
品

質
向
上
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
加
計
呂

麻
島
に
お
い
て
、
黒
糖
・
き
び
酢
の
生
産

拡
大
に
よ
る
雇
用
の
創
出
と
地
域
経
済
発

展
の
た
め
、
農
業
公
社
設
立
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

野
菜
に
つ
い
て
は
、
カ
ボ
チ
ャ
栽
培
に

取
り
組
む
新
規
就
農
者
へ
の
重
点
的
な
営

農
指
導
と
適
品
種
の
導
入
に
よ
り
安
定
生

産
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
新
規
導
入
作
物
の
実
証
栽
培
を
継
続

し
、
直
売
所
向
け
の
地
場
産
野
菜
の
供
給

体
制
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
産
地

消
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

果
樹
に
つ
い
て
は
、
た
ん
か
ん
・
津
之

輝
の
安
定
生
産
と
品
質
向
上
を
図
り
、
奄

美
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
マ
ン
ゴ
ー

に
つ
い
て
は
、
生
産
基
盤
の
拡
大
を
図
る

た
め
、「
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証

制
度
（
Ｋ-

Ｇ
Ａ
Ｐ
）」
の
認
証
と
有
機

農
業
へ
の
取
組
を
推
進
し
、
安
全
・
安
心

な
ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
し
て
販
路
の
拡
大
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
望
な
亜
熱
帯
果
樹
「
ア
ボ
カ
ド
」
に

つ
い
て
は
、
実
証
圃ほ

等
を
設
置
し
、
関
係

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
情
報
の
共
有
と
技

術
的
な
課
題
解
決
を
図
り
、
苗
木
の
供
給

体
制
の
整
備
と
併
せ
て
生
産
者
へ
の
支
援

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

肉
用
牛
に
つ
い
て
は
、
飼
料
基
盤
・
施

設
整
備
を
支
援
し
規
模
拡
大
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
畜
産
に
お
け
る
担
い
手
の
育

成
と
発
掘
、
関
連
す
る
業
務
の
人
材
育
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
林
水
産
物
直
売
所
「
加
計
呂
麻
島
の

い
っ
ち
ゃ
む
ん
市
場
」
に
つ
い
て
は
、
出

荷
会
員
へ
の
生
産
面
及
び
技
術
面
の
支
援

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
村
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
平
成
30

年
度
よ
り
実
施
の
県
営
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
に
お
い
て
、
農
業
の
土
台
と
な

る
基
盤
を
作
り
、
生
産
性
の
向
上
と
環
境

整
備
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平成 30 年度施政方針は、一部省略しています。

全文は、瀬戸内町公式ウェブサイトからご覧いた

だけます。町政情報→町の概要QR コード



　

林
業
の
振
興

　

林
道
に
つ
い
て
は
、
勝
浦
東
線
及
び
古

志
線
の
舗
装
整
備
、
ま
た
、
県
代
行
に
よ

り
嘉
徳
青
久
線
の
改
良
整
備
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
町
内
一
円
に
既
存
す
る
松
の

維
持
対
策
に
つ
い
て
は
、
道
路
沿
線
や
公

共
施
設
の
周
辺
を
中
心
に
維
持
管
理
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
森
林
整
備
に
つ

い
て
は
、
育
成
５
０
年
程
を
迎
え
円
熟
し

た
森
林
資
源
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

素
材
生
産
を
行
え
る
担
い
手
の
育
成
と
技

術
研
修
を
促
進
し
、
素
材
生
産
体
制
の
確

立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
用
林
産
物

振
興
対
策
と
し
て
は
、
食
の
安
全
・
安
心

が
求
め
ら
れ
る
地
場
産
食
品
の
需
要
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
シ
イ
タ
ケ
の
生
産

施
設
の
整
備
を
促
進
し
、
品
質
の
向
上
・

生
産
額
の
増
大
を
図
り
、
産
地
化
の
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興

　

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
強

い
水
産
業
の
発
展
や
漁
業
経
営
体
を
育

成
・
確
保
す
る
た
め
に
、
瀬
戸
内
漁
業
協

同
組
合
と
連
携
し
、
振
興
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
漁
船
漁
業
の
経
営
安
定
の
た

め
、
燃
油
対
策
や
基
金
に
よ
る
安
定
操
業

の
た
め
の
支
援
と
本
土
や
沖
縄
地
域
へ
の

販
路
拡
大
の
た
め
の
輸
送
コ
ス
ト
支
援
を

実
施
し
、
漁
業
者
の
円
滑
な
経
営
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
新
規
漁
業
就

業
者
の
初
期
投
資
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
漁
船
・
漁
具
等
の
リ
ー
ス
へ
の
取
組

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
製
氷
施
設
整
備

に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
た
第
２
製
氷
所

施
設
を
、
平
成
30
年
度
に
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。
漁
協
青
年
部
や
漁
協
女
性
部
を

中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
水
産
物
の
需
要

拡
大
や
魚
価
安
定
に
繋
が
る
活
動
を
支
援

し
、
水
産
業
の
経
営
安
定
化
、
多
角
的
展

開
、
持
続
的
発
展
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
大
島
海
峡
の
海
域
特
性
を
生
か
し
た

養
殖
漁
業
は
持
続
的
に
発
展
し
て
お
り
、

国
内
有
数
の
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
一
大
産
地

と
し
て
の
認
知
度
を
高
め
、
町
内
外
に
Ｐ

Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
サ
ン
ゴ
の
保
全
対

策
に
つ
い
て
は
、
安
脚
場
・
デ
リ
キ
ョ
ン

マ
等
の
サ
ン
ゴ
も
健
全
化
を
取
戻
し
つ
つ

あ
り
、
今
後
も
サ
ン
ゴ
の
保
全
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。町
管
理
漁
港
に
つ
い
て
は
、

機
能
保
全
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
延
命

化
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
県

管
理
の
古
仁
屋
漁
港
に
つ
い
て
は
、
機
能

保
全
事
業
で
泊
地
浚
渫
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興

　

本
年
度
に
お
い
て
も
商
工
会
に
よ
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
事
業
を
支
援
す

る
な
ど
、
地
元
で
の
消
費
喚
起
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
商
工
業
の
育

成
振
興
や
経
営
の
安
定
を
目
的
に
、
中
小

事
業
者
の
設
備
投
資
や
運
転
資
金
の
資
金

繰
り
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
特
産
品

Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
い
て
は
、
尼
崎
に
お
け
る

物
産
展
を
中
心
に
購
買
力
の
ア
ッ
プ
や
販

路
拡
大
に
繋
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
町
内
に
お
け
る
廃
止
路
線
代

替
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
公
共
交
通

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
提
言
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
観
光
の
振
興
本
町
の
観
光
振
興
に
つ

い
て
は
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
を
継
続

し
て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
古
仁
屋
市
街

地
へ
の
観
光
案
内
板
の
設
置
や
ま
ち
歩
き

マ
ッ
プ
の
作
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
か
ら
着
手
し
て
お
り
ま
す
加
計
呂
麻

島
展
示
・
体
験
交
流
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
安
脚
場
戦
跡
公
園
の
災
害
復
旧
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
観
光
客
の
受
け
入
れ

体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
島

案
内
人
育
成
講
座
を
計
画
し
て
お
り
、
認

定
ガ
イ
ド
の
育
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
奄
美
せ
と
う
ち
観
光
協
会
へ

の
支
援
を
は
じ
め
、
観
光
の
広
域
連
携
に

つ
い
て
は
、
奄
美
群
島
観
光
物
産
協
会
及

び
あ
ま
み
大
島
観
光
物
産
連
盟
と
連
携
を

図
り
、
交
流
人
口
の
増
加
や
町
外
に
お
け

る
観
光
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
路
の
整
備

　

本
町
の
地
理
的
地
勢
的
条
件
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
事
業
の
重
点
化
や
コ
ス
ト
縮
減

を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
整

備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
現
在
は
、
名

瀬
瀬
戸
内
線
及
び
曽
津
高
崎
線
に
お
い
て

改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、 

引
き
続
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き
事
業
箇
所
の
早
期
完
成
、
未
改
良
区
間

の
早
期
事
業
化
へ
向
け
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
、
事
業
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
町
管
理
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
網
野
子
節
子
線
、
阿
木
名
伊
須
蘇
刈

線
、
秋
徳
佐
知
克
線
、
薩
川
実
久
線
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
今
回
新
た
に
、
古
仁

屋
市
街
地
線
の
改
良
に
着
手
し
、
観
光
客

へ
の
交
通
環
境
の
配
慮
や
地
域
住
民
が
安

全
に
利
用
で
き
る
道
路
空
間
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
に
強
い

道
づ
く
り
と
し
て
、
俵
嘉
入
線
、
於
斉
諸

鈍
線
の
法
面
崩
壊
対
策
の
整
備
に
引
き
続

き
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
町
道
の

橋
梁
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
や
損
傷
度
合

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
修
繕
等
の
予
防
保
全

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
道
路
整
備
事
業

に
伴
う
地
籍
調
査
事
業
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
、
早
期
に
事
業
効
果
が
図
れ
る
よ
う

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
財
政
改
革

　

事
務
改
善
審
議
会
を
中
心
に
し
て
、
定

員
・
配
置
等
の
適
正
化
や
事
務
事
業
の
見

直
し
と
人
事
評
価
の
結
果
を
活
用
し
た
効

率
的
な
行
政
組
織
作
り
に
よ
り
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
更
に
向
上
す
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
本
町
の
財
政
状
況
は
、
こ

れ
ま
で
の
絶
え
間
な
い
財
源
確
保
対
策
と

節
減
努
力
な
ど
に
よ
り
、
地
方
債
残
高
や

実
質
公
債
費
比
率
が
減
少
し
た
ほ
か
、
基

金
残
高
も
増
加
す
る
な
ど
、
着
実
に
改
善

し
て
い
ま
す
が
、
し
尿
処
理
セ
ン
タ
ー
建

設
等
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
控
え
て
お

り
、
公
共
投
資
費
用
が
ピ
ー
ク
と
な
る
、

こ
こ
数
年
は
、
地
方
債
や
基
金
へ
の
依
存

度
が
増
す
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

老
朽
化
し
た
既
存
施
設
の
維
持
管
理
費
の

増
大
、高
齢
化
に
伴
う
福
祉
費
の
自
然
増
、

地
方
創
生
関
連
事
業
の
実
施
な
ど
、
財
政

需
要
が
拡
大
す
る
中
で
今
後
も
財
政
運
営

は
困
難
な
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
財

政
運
営
に
お
い
て
は
地
方
創
生
と
財
政
健

全
化
の
両
輪
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
推
進
す
べ

く
、
地
方
債
残
高
の
抑
制
、
財
務
基
盤
の

強
化
と
い
っ
た
財
政
規
律
を
堅
守
し
つ
つ

も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
し
、

投
資
す
べ
き
事
業
に
は
重
点
的
に
投
資
す

る
な
ど
、
メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
予
算
編
成

に
努
め
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育

　
「
学
力
の
向
上
」
と
し
て
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
て

の
授
業
改
善
や
語
彙
力
の
向
上
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。「
知
・
徳
・
体
」
の
調

和
の
と
れ
た
児
童
生
徒
の
育
成
と
し
て
、

先
手
あ
い
さ
つ
の
励
行
や
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
視
点
に
立
っ
た
教
育
活
動
10
の
推
進
や

地
域
の
人
材
、
自
然
・
文
化
等
を
生
か
し

た
感
動
の
あ
る
体
験
活
動
の
充
実
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。「
心
の
教
育
の

充
実
」
と
し
て
、
善
悪
の
判
断
が
で
き
る

心
を
は
ぐ
く
む
道
徳
教
育
の
充
実
、
思
い

や
り
の
言
葉
や
行
動
を
大
切
に
す
る
人
権

同
和
教
育
の
推
進
、
朝
読
書
の
実
施
等
に

よ
る
豊
か
な
心
を
育
む
読
書
環
境
の
整
備

と
し
て
、
学
校
図
書
の
充
実
を
図
り
、
感

性
・
感
動
の
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。「
学
校
教
育
施
設
関
係
の

整
備
・
充
実
」
と
し
て
、
児
童
生
徒
の
健

康
と
安
全
・
安
心
の
視
点
に
立
ち
、
学
校

間
の
均
衡
も
図
り
な
が
ら
計
画
的
な
改
修

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

与
路
小
中
学
校
体
育
館
大
規
模
改
修
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
の
教
育
「
特
別
支
援
教
育
」
に
つ
い

て
は
、
自
立
に
必
要
な
知
識
技
能
を
授
け

ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
配
置
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
幼

児
教
育
に
つ
い
て
は
、
園
児
一
人
ひ
と
り

の
可
能
性
を
伸
ば
し
、
幼
稚
園
と
家
庭
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
幼
児
に
ふ
さ
わ

し
い
心
身
と
も
に
健
や
か
な
「
生
き
る
力

の
基
礎
」を
培
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、

古
仁
屋
小
学
校
附
属
幼
稚
園
の
３
才
児
受

入
れ
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
古
仁
屋
高
校
の
振
興
対
策
に
つ
い
て

は
、「
本
町
の
最
高
学
府
」
と
い
う
視
点

に
た
ち
、
引
き
続
き
強
力
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
実
久
地
区
に
お
け
る
通
学
負

担
の
軽
減
対
策
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
早
期
運
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
「
に
ほ
ん
の
里
・
加
計
呂
麻
留
学
制

度
」
や
「
与
路
小
・
中
学
校
留
学
里
親
制

度
」
の
更
な
る
拡
充
・
推
進
を
図
り
、
児

童
生
徒
数
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。　
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平成 30年度当初予算

平成 30 年度一般会計歳入歳出予算額（内訳）　（単位：千円、％）

平成 30 年度当初予算においては、大型公共事業実施や地方創生関連事業など今後も財政需要の拡大が見込ま
れる中、財政規律を堅持しつつ、限られた財源の中で地方創生関連事業をはじめとする優先課題に重点的に取
り組むため、メリハリのついた予算編成を行いました。

一般会計当初予算の概要
平成 30 年度の一般会計当初予算は、義務的経費（人件費や公債費など）が、対前年度比 20,207 千円（0.6％）
の減額、投資的経費（普通建設事業費や災害復旧事業費など）が、対前年度比 331,229 千円（15.1％）の増額、
その他経費（物件費、補助費、繰出金など）が、対前年度比 162,170 千円（6.3％）の増額となり、総額では
対前年度比 473,192 千円（5.6％）の増額となっています。

区分 平成 30 年度 平成 29 年度 増減額 増減比
一般会計 8,873,098 8,399,906 473,192 5.6

特
別
会
計

巡回診療 285,413 306,480 △ 21,067 △ 6.9
国保事業 1,456,323 1,834,268 △ 377,945 △ 20.6
国保直診 17,736 18,099 △ 363 △ 2.0
介護保険 1,408,312 1,447,275 △ 38,963 △ 2.7
後期高齢者医療 108,273 111,676 △ 3,403 △ 3.0
屠畜場 2,150 1,815 335 18.5
船舶 283,995 254,591 29,404 11.5
上屋 2,323 2,531 △ 208 △ 8.2
農業集落排水 43,007 23,873 19,134 80.1
簡易水道 726,867 523,336 203,531 38.9

計（特別会計） 4,334,399 4,523,944 △ 189,545 △ 4.2
一般会計 + 特別会計 13,207,497 12,923,850 283,647 2.2

歳入区分 予算額 構成比

自
主
財
源

町税 728,093 8.2
分担金及び負担金 27,496 0.3
使用料及び手数料 166,712 1.9
財産収入 36,158 0.4
寄附金 71,301 0.8
繰入金 186,908 2.1
繰越金 1 0.0
諸収入 101,723 1.1

計（自主財源） 1,318,392 14.9

依
存
財
源

地方譲与税 53,560 0.6
利子割交付金 537 0.0
配当割交付金 1,338 0.0
株式等譲渡所得割交付金 764 0.0
地方消費税交付金 135,912 1.5
自動車取得税交付金 6,796 0.1
地方特例交付金 966 0.0
地方交付税 4,070,826 45.9
交通安全対策特例交付金 1,500 0.0
国庫支出金 1,342,623 15.1
県支出金 610,084 6.9
町債 1,329,800 15.0

計（依存財源） 7,554,706 85.1
歳入合計 8,873,098 100.0

歳出区分 予算額 構成比
議会費 90,325 1.0
総務費 1,093,400 12.3
民生費 1,510,533 17.0
衛生費 962,486 10.8
労働費 8,405 0.1
農林水産業費 826,912 9.3
商工費 209,029 2.4
土木費 1,100,899 12.4
消防費 523,172 5.9
教育費 851,810 9.6
災害復旧費 150,610 1.7
公債費 1,508,519 17.0
諸支出金 16,998 0.2
予備費 20,000 0.2
△繰上充用額 0.0

歳出合計 8,873,098 100.0

自主財源（町が自前で調達できる財源）は、14.9％

公債費（町の借金返済額）は、17.0％

今後とも財政健全化に取り組みます

一般会計　8,873,098 千円　　特別会計　4,334,399 千円　　水道会計　202,413 千円

平成 30 年度　各会計当初予算 （単位：千円、%）
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「瀬戸内町きゅら島交流館」建築中

４月 13 日現在、建物の仕上げ及び外構工事が行われています。
今年の６月に供用開始予定の瀬戸内町きゅら島交流館は、まもなく完成です！

南西側外観

1階炊出し室

大ホール 2階ホール

2階交流室

北東側外観
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奄
美
の
梅
雨

奄
美
大
島
・
徳
之
島
・
沖
縄
北
部
及
び
西
表
島
を
世
界
自
然
遺
産
へ

■お問合わせ先　図書館・郷土館（世界自然遺産せとうち町推進室）☎ 0997 － 72－ 3799
　　　　　　　　奄美野生生物保護センター☎ 0997 － 55－ 8620

　

奄
美
大
島
で
は
、
５
月
中
旬

頃
か
ら
６
月
終
わ
り
頃
ま
で
梅

雨
に
入
り
ま
す
。
草
む
ら
や
山

に
入
る
時
に
気
を
付
け
て
い
る

ハ
ブ
も
活
動
が
活
発
に
な
り
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
に
と
っ
て
は
、

ジ
メ
ジ
メ
し
て
い
て
過
ご
し
に

く
い
時
期
で
す
が
、
奄
美
の
森

に
棲
む
生
き
も
の
た
ち
に
と
っ

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　

奄
美
大
島
の
森
の
中
で
は
、

雨
が
多
く
降
り
注
ぎ
、
土
壌
に

は
十
分
な
水
が
貯
え
ら
れ
、
バ

ク
テ
リ
ア
な
ど
の
微
生
物
や
昆

虫
類
、
鳥
類
な
ど
多
く
の
生
き

も
の
が
育
ち
ま
す
。

　

梅
雨
時
期
の
雨
は
、
奄
美
の

森
に
棲
む
生
き
も
の
に
と
っ

て
、
恵
の
雨
で
あ
り
、
繁は

ん

殖し
ょ
くに

大
切
な
時
期
な
の
で
す
。

５
月
の
お
知
ら
せ
と
情
報

お問合わせ先に直
通番号を記載して
います。
役場のお問合わせ
先はこちらです。
■瀬戸内町役場
☎７２ー１１１１
※なお、平日の
17 時 15 分以降や
休日は宿直室につ
ながります。

■お問合わせ先　 地域おこし協力隊　泰山☎ 080 － 8367 － 5976 新
鮮
野
菜
は
る
市
を
開
催
！

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』

開
催
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ

い
わ
～
く
」
の
一
環
で
、
直
売
所
イ
ベ
ン

ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産

者
と
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
合
う
場
を
作

り
、
地
域
の
絆
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な

地
元
の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、

雑
貨
類
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
程　

平
成
30
年
５
月
13
日
（
日
）

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所　

Ａ
コ
ー
プ
古
仁
屋
店
近
く

の
農
協
倉
庫
前
に
テ
ン
ト
を
設
置
し
ま

す
。

■
出
店
予
定　

畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原

つ
き
あ
げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜
果
園
、

赤
し
ょ
う
び
ん
、
コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
な
が
む
ら
農
園
、
ふ
や
よ
み
等

■
備
考

　

天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

vol.40

オ
ッ

トン
ガエル イボイモリ

リ
ュ
ウ

キュウコノハズク
アカ

ショウビン

増えたミミズを
食べて繁殖

梅雨時期（５月中旬から）に繁
はん

殖
しょく

する生きものたち　写真提供：平城達哉さん

増えた蛾やセミなどを

食べて繁殖・子育てカニ、カエル、トカゲ、

魚類などを食べて繁殖

水量が増した水辺で繁殖

■お問合わせ先　企画課　企画振興係☎ 0997 － 72－ 1112 鹿
児
島
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド

の
お
知
ら
せ
で
す

　

企
画
課
で
発
券
し
て
い
る
「
鹿
児
島

離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て
、

左
記
の
と
お
り
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

①
写
真
は
、
過
去
１
年
以
内
に
撮
影
さ

れ
た
も
の
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

②
写
真
の
サ
イ
ズ
は
縦
３
㎝
×
横
2.5
㎝

で
す
。
白
黒
で
も
可
能
で
す
。

③
顔
が
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う
に
、
帽

子
・
サ
ン
グ
ラ
ス
等
を
か
け
て
い
な
い

写
真
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
代
理
申
請

も
可
能
で
す
。

④
紛
失
に
つ
い
て
は
再
発
行
日
か
ら
の

発
券
と
な
り
ま
す
。

⑤
有
効
期
限
に
は
十
分
お
気
を
付
け
く

だ
さ
い
。（
発
効
日
か
ら
３
年
間
）

⑥
離
島
割
引
カ
ー
ド
対
象
路
線
に
ご
搭

乗
・
ご
乗
船
の
際
は
、
本
カ
ー
ド
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
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■お問合わせ先　 企画課　企画振興係☎ 0997 － 72 － 1112 平
成
30
年
度
地
域
提
案
型
事
業
を
募
集

　

企
画
課
で
は
、
瀬
戸
内
町
長
期
振
興
計
画
に
お
け

る
「
自
然
・
文
化
を
生
か
し
た
住
民
参
加
・
人
づ
く

り
の
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
て
、
住
民
参
画
と
協

働
に
よ
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
活
動
（
事
業
）
に

対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者　

瀬
戸
内
町
内
の
集
落
や
自
治
会
、

公
的
・
公
共
的
団
体

■
補
助
事
業
メ
ニ
ュ
ー

①
住
民
参
加
型
事
業

　

集
落
内
の
美
化
緑
化
作
業
、
高
齢
者
見
守
り
や
子

育
て
支
援
な
ど
支
え
合
い
活
動
、
文
化
芸
能
等
伝
承

活
動
に
資
す
る
事
業
に
補
助
。
上
限
30
万
円

②
空
き
家
利
活
用
事
業

　

集
落
内
に
あ
る
空
き
家
を
改
修
し
、
移
住
希
望
者

に
移
住
体
験
住
宅
や
民
泊
施
設
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
り
、
定
住
促
進
と
集
落
の
活
性
化
を
図
る
仕
組
み

を
作
る
事
業
に
補
助
。
上
限
１
３
０
万
円

③
出
会
い
交
流
事
業

　

町
内
在
住
の
男
女
と
島
外
に
住
む
方
が
出
会
い
、

交
流
す
る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
参
加
者
が

移
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
交
流
会
を
企
画
す
る
事

業
に
補
助
。
上
限
20
万
円

■
申
込
期
限　

５
月
31
日
（
木
）
必
着

詳
細
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
企
画
課
企

画
振
興
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■お問合わせ先　介護保険について：保健福祉課　介護福祉係☎ 0997 － 72 － 1068
　　　　　　　　介護保険料額について：税務課　課税係☎ 0997 － 72 － 1116 65

歳
以
上
の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　

将
来
の
人
口
推
計
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用

の
推
計
、
そ
の
他
法
改
正
な
ど
の
諸
条
件
を

勘
案
し
、
平
成
30
年
度
～
平
成
32
年
度
ま
で

の
介
護
保
険
料
を
算
出
し
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
（
約
３
千
２
百
名
）
の
介
護
保

険
料
は
、
本
町
で
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
総

費
用
（
年
間
約
14
億
５
千
万
円
）
の
う
ち

23
％
（
約
３
億
３
千
万
円
）
を
占
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
支
払
方
法
は
原
則
、
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
健
全
な
運
営
に
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

瀬戸内町
介護サービスの

1 年間総費用
 約 14 億 5 千万円

町 12.5%

県 12.5%

国または県 5%

国 20%
40 ～ 64 歳までの
介護保険料 27％

（医療保険料に含む）

65 歳以上の
介護保険料 23%

段階 対象者 月額保険料

1 世帯全員が住民税非課税（合計所得金額＋課税年金収入≦ 80 万円） 3,465 円

2 世帯全員が住民税非課税（合計所得金額＋課税年金収入≦ 120 万円） 5,775 円

3 世帯全員が住民税非課税（第１・第２段階以外） 5,775 円

4 本人が住民税非課税（公的年金等収入＋合計所得金額≦ 80 万円） 6,930 円

5 本人が住民税非課税 （上記以外） 7,700 円

6 本人が住民税課税で　合計所得金額が基準所得金額（120 万円）未満 9,240 円

7 本人が住民税課税で　合計所得金額が基準所得金額（200 万円）未満 10,010 円

8 本人が住民税課税で　合計所得金額が基準所得金額（300 万円）未満 11,550 円

9 本人が住民税課税で　合計所得金額が基準所得金額（300 万円）以上 13,090 円
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平成31年 平成30年 年

６
月
10
日

５
月
10
日

４
月
30
日

４
月
10
日

４
月
１
日

３
月
11
日

２
月
28
日

２
月
12
日

１
月
31
日

１
月
10
日

12
月
26
日

12
月
10
日

11
月
30
日

11
月
12
日

10
月
31
日

10
月
10
日

10
月
１
日

９
月
10
日

８
月
31
日

８
月
10
日

７
月
31
日

７
月
10
日

７
月
２
日

５
月
31
日

納
期
限

振
替
日

前
５
月
分

前
４
月
分

３
月
分

２
月
分

１
月
分

12
月
分

11
月
分

10
月
分

９
月
分

８
月
分

７
月
分

６
月
分

特
別
徴
収 町

県
民
税随

時
２

随
時
１

４
期
分

３
期
分

２
期
分

１
期
分

普
通
徴
収

４
期
分

３
期
分

２
期
分

１
期
分

固
定
資
産
税

全
期
分

軽
自
動
車
税

随
時
２

随
時
１

８
期
分

７
期
分

６
期
分

５
期
分

４
期
分

３
期
分

２
期
分

１
期
分

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

町税の納付は便利で安心な口座振替をご利用ください。納付期限を必ず守りましょう。納付期限を過ぎ
ると期別ごとの督促手数料及び延滞金が課せられますのでご注意ください。
※振替日が土日祝日の場合は、翌日振替となります。
　毎月第２・第４水曜日の午後５時～７時まで、税務課窓口にて夜間納付受付と納税相談を実施して
います。昼間に時間が取れない場合など、ぜひご利用ください。

平成 30 年度 各種税・保険料納期限カレンダー
　　　　　　　■お問合わせ先　税務課　課税係☎ 0997 － 72 － 1116
　　　　　　　　　　　　　　　税務課　収納係☎ 0997 － 72 － 1117

介
護
予
防
教
室
の
参
加
者
募
集

■お問合わせ・申込先　地域包括支援センター☎ 0997 － 72 － 1153

教室名 曜日 時間 内容

元気な足腰講座 隔週火曜日 午後１時 30 ～ 体操

元気な笑顔教室 毎週火曜日 午後９時 30 分～ 体操

ひらめき教室

（脳トレ）
隔週水曜日 午後１時 30 分～

脳トレ

レク

体操

男の料理教室 第 2・4 木曜日 午前９時 30 分～ 料理教室

　

左
記
表
の
と
お
り
、
介
護
予
防
教
室

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、体
操
教
室
や
ひ
ら
め
き
教
室
、

男
の
料
理
教
室
を
出
張
し
て
開
催
し
ま

す
。
希
望
す
る
集
落
や
サ
ロ
ン
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限　

５
月
25
日
（
金
）

サ
ロ
ン
の
相
談
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

サ
ロ
ン
で
講
話
を
し
て
ほ
し
い
、
体

操
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
て
き
て
し
ま
っ
た
、
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

介護予防教室一覧
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平成 30 年 5 月休日当番医のお知らせ
休日・祝日の診療は、町内の医療機関が当番制で行っています

奄美大島南部医療介護連携協議会

日付 当番医 診療時間
５月３日（木）祝日 いづはら医院 午前 午後

５月 4 日（金）祝日 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

５月５日（土）祝日 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

５月６日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

５月 12 日（土） へき地診療所 午前 午後

５月 13 日（日） へき地診療所 午前 午後

５月 19 日（土） 南大島診療所 通常診療 午後

５月 20 日（日） 南大島診療所 午前 午後

５月 26 日（土） 瀬戸内徳洲会病院 通常診療 午後

５月 27 日（日） 瀬戸内徳洲会病院 午前 午後

診察時間
午前：午前９時から正午まで
午後：午後２時から午後５時まで
※「通常診療」の時間は、各医療機関で
異なりますので、お問合わせください。
※休日当番医は、変更になる場合がありま
すので、事前に各医療機関にお問い合わせ
ください。

夜間の診察は、かかりつけ医に事前に
電話にてご相談ください
　日頃から何でも相談できる「かかりつけ
医」を持ち、早めの受診を心がけましょう。
　救急車については、救急隊が搬送先を
選定します。

■医療機関の電話番号
いづはら医院 ☎ 0997 － 72 ー 3307 瀬戸内徳洲会病院 ☎ 0997 － 73 ー 1111
へき地診療所 ☎ 0997 － 72 ー 3211 南大島診療所 ☎ 0997 － 72 ー 0107

休日当番医予定表

■お問合わせ先　町民生活課　国民年金係☎ 0997 － 72－ 1060
　　　　　　　　奄美大島年金事務所☎ 0997 － 52－ 4341

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
で
す

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
30
年
４
月
分
か
ら
平
成
31
年
３

月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月

額
１
６
３
４
０
円
で
す
。
保
険
料
は
、

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
に
よ
り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

を
利
用
し
て
の
納
付
、
便
利
で
お
得
な

口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
頂
け

な
い
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文
書
・
訪

問
に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と
、
強
制

徴
収
の
手
続
き
に
よ
っ
て
督
促
を
行

い
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が

無
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ

け
で
は
な
く
、納
付
義
務
の
あ
る
方（
納

付
義
務
者
は
、
被
保
険
者
本
人
と
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
を
負
う
配
偶
者
及

び
世
帯
主
で
す
）
の
財
産
を
差
し
押
さ

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の

納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
が
免
除
・

猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

町
民
生
活
課
国
民
年
金
係
窓
口
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
・
受
給
権
者
の
み
な
さ
ま
へ

　

平
成
30
年
３
月
５
日
か
ら
、
基
礎
年

金
番
号
を
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
い
た

届
書
が
、
原
則
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
記
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
に
関
す
る
相
談
等
が
ご

自
身
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
伝
え
る
こ
と

で
可
能
に
な
り
ま
す
。
①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
正
し
い
番
号
で
あ
る
こ
と
の
確

認
（
番
号
確
認
）、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
正
し
い
持
ち
主
で
あ
る
か
の
確
認

（
身
元
確
認
）
を
行
い
ま
す
の
で
以
下

の
書
類
を
持
参
く
だ
さ
い
。

①
番
号
確
認（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
）

②
身
元
確
認（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
障
害
手

帳
）
こ
れ
以
外
の
身
元
確
認
書
類
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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通信

問い合わせ先：加計呂麻島のいっちゃむん市場 75-0290
　　　　　　　瀬戸内町役場農林課農政係　　 72-1174
　　　　　　　地域おこし協力隊 小林  080-2707-8602

お野菜の入荷は「らっきょ」、「つるむらさき」が入荷予定です！「にんにく」も続々
入荷予定ですので、にんにく漬け、らっきょう漬けなどにも挑戦してほしいです！
また、ブルーベリー、夏みかん、島バナナなどの果物も入荷予定となっております。

［加計呂麻島のいっちゃむん市場］で検索

最新情報は Facebook をチェック！

１．ミニトマト
２．スナップエンドウ
３．キャベツ

今月より入荷予定の「つるむらさき」をご紹介します！「つるむらさき」はインドを起源に持ち、古くから薬草としても使われ
ていた野菜で、名前の由来通りの薄い紫色の茎と、モロヘイヤのような独特のぬめりが特長です。とても栄養価が高くビタミン
C やカロチン、鉄分やカルシウムなどの栄養素をバランス良く含んでいます。暑くなって食欲も落ち始めている方にもってこい
食材ですので、是非ともご賞味くださいね！

ミニトマトとスナップエンドウが急上昇！ミニトマトは実はトマトよりも栄養成分が多く含まれている
という優れもの！スナップエンドウは甘みがあり、サラダや炒めもの、煮物にもとても良く合います。
また、キャベツは 3 ヶ月連続 3 位と、安定して売れております。

日頃の感謝の気持ちを伝える母の日のプレゼント選びに足をお運びになりませんか？
いっちゃむん市場ではシーグラスのアクセサリー、大島紬を使った小物、染め物の
スカーフ、キャンドル、美容コスメ、トートバック、各種ポーチ等、バラエティー豊かな商品が揃っております！

新
婚
生
活
を
支
援
し
ま
す

■お問合わせ先　企画課　企画振興係☎ 0997 － 72 － 1112
　

瀬
戸
内
町
で
は
、
結
婚
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
新
婚
世
帯
に
対
し
、
結
婚
に
伴
う
新
生

活
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
係
る
コ
ス
ト
（
新
居
の
家

賃
、
引
越
費
用
等
）
を
支
援
し
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
世
帯

①
夫
婦
共
に
婚
姻
日
に
お
け
る
年
齢
が
34
歳
以
下

②
世
帯
所
得
３
４
０
万
円
未
満
の
世
帯

③
平
成
30
年
度
（
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
31
年

３
月
31
日
）
に
婚
姻
し
た
世
帯

※
補
助
金
申
請
は
婚
姻
日
以
降
に
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

■
支
援
対
象
と
な
る
経
費

婚
姻
に
伴
う
住
宅
取
得
費
用
ま
た
は
、
住
宅
賃
借
費

用
、
引
越
費
用

■
補
助
金
の
額

１
世
帯
あ
た
り
30
万
円
を
上
限
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
書
類

①
夫
婦
の
住
民
票
の
写
し
②
夫
婦
の
記
載
の
あ
る
戸

籍
謄
本
（
戸
籍
全
部
事
項
証
明
書
）
③
夫
婦
の
前
年

の
所
得
証
明
書
（
夫
婦
の
双
方
又
は
一
方
が
離
職
し

た
場
合
は
離
職
票
等
）
④
夫
婦
の
町
税
等
納
税
証
明

書
⑤
新
居
の
家
賃
、
引
越
費
用
等
に
係
る
領
収
書

※
そ
の
他
場
合
に
よ
っ
て
添
付
書
類
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た

は
企
画
振
興
係
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■お問合わせ先　総務課　人事行政係☎ 0997 － 72 － 1111
『困ったら　一人で悩まず　行政相談』

　毎日の暮らしの中で、行政の仕事などについての苦情や意見・要望はありませんか。
　行政相談委員は、皆さんの身近な相談相手として、国などの行政サービスや行政の仕組み、手続に関
する相談を受け付け、相談者への助言や関係行政機関に対する改善の申し入れを行っています。
　下記のとおり、行政相談所を開設しますので、お気軽にご利用ください。相談は無料、秘密は厳守さ
れます。　　
■日時・場所　５月１８日（金）　午前 10 時～午後３時　瀬戸内町役場　１階当直室
■行政相談員　嘉原　篤己
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町
営
定
期
船　
「
せ
と
な
み
」
と
「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
」
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

■お問合わせ先　商工観光課　船舶交通係☎ 0997 － 72 － 4560

町営定期船運航中止基準

フェリーかけろまのお問合わせ先 総合案内せとなみのお問合わせ先

待合所 電話番号

瀬相待合所 0997 ー 75 ー 0430

生間待合所 0997 ー 76 ー 0619

古仁屋待合所 0997 － 72 ー 3771

待合所 電話番号

請阿室待合所 0997 ー 76 ー 1175

池地待合所 0997 ー 76 ー 1195

与路待合所 0997 ー 76 ー 1414

待合所 電話番号

古仁屋待合所 0997 － 72 ー 3771

船舶交通係 0997 ー 72 ー 4560

船名 風速 波
は

高
こう

視
し

程
てい

フェリーかけろま 10m/s 以上 1.5m 以上 500m 以下

せとなみ 10m/s 以上 1.5m 以上 400m 以下

傭
よう

船 13m/s 以上 1.2m 以上 500m 以下

定
期
船
の
運
航
情
報
に

つ
い
て

　

町
営
定
期
船
は
、
安
全
運

航
の
た
め
、
運
航
基
準
に
基

づ
い
て
、運
航
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
悪
天
候
や
船

舶
故
障
な
ど
の
条
件
に
よ

り
、
や
む
を
得
ず
、
運
航
時

刻
の
変
更
や
欠
航
等
が
生
じ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

欠
航
等
は
、
当
日
の
決
定

と
な
る
場
合
が
多
く
、
出
来

る
限
り
、
早
め
の
周
知
（
防

災
無
線
放
送
・
防
災
情
報

メ
ー
ル
・
ラ
ジ
オ
Ｆ
Ｍ
せ
と

う
ち
等
）
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
海
上
で
は
陸
上
と
異
な

り
、
気
象
・
海
象
の
変
化
を

受
け
や
す
い
環
境
で
す
。

　

状
況
に
よ
っ
て
は
、
安
全

の
た
め
運
航
の
直
前
に
欠
航

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

各
航
路
の
最
新
情
報
は
、

下
記
の
「
待
合
所
」
ま
た
は

「
船
舶
交
通
係
」
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悪
天
候
時
の
運
航
判
断
に
つ
い
て

　

悪
天
候
時
の
運
航
は
、
各
港
の
状
況

や
航
路
の
状
況
を
見
定
め
て
、
可
否
を

決
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
原
則
と
し
て
、
出
航
時
刻
の

30
分
前
に
判
断
し
て
い
ま
す
。（
天
候

等
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
判
断
を
遅
ら

せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
ま
た
、
全
て

の
航
路
に
お
い
て
、
出
航
後
に
気
象
条

件
等
が
急
変
し
た
場
合
、
安
全
の
た
め

運
航
を
中
止
し
、
引
き
返
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

定
期
船
が
安
心
・
安
全
に
運
航

す
る
た
め
の
お
願
い
で
す

①
乗
船
時
間
の
厳
守

　

乗
船
券
は
、
各
待
合
所
で
30

分
前
か
ら
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
ず
出
航
時
刻
前
に
購
入

し
、
乗
船
し
て
く
だ
さ
い
。

②
車
両
航
送
の
予
約
・
受
付

　
「
フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
」
の

車
両
航
送
は
、
一
週
間
前
か
ら

予
約
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

出
航
時
刻
の
20
分
前
ま
で
に

受
付
等
を
行
い
、
余
裕
を
も
っ

て
乗
船
し
て
く
だ
さ
い
。

　

フ
ェ
リ
ー
で
は
、
車
両
の
長

さ
や
重
量
等
に
よ
り
、
乗
船
さ

せ
る
順
番
や
配
置
を
調
整
し
、

船
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
て
航
送

し
て
い
ま
す
。

　

乗
船
可
能
な
車
両
台
数
に
は

制
限
が
あ
り
、
予
約
・
受
付
を

せ
ず
に
車
両
を
乗
船
さ
せ
る

と
、
出
航
時
刻
の
遅
延
や
船
の

積
載
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
恐
れ

が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
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ちま の 来出 事

　

久
慈
水
溜
跡
で
発
掘
現
場
公
開

が
午
前
と
午
後
の
２
回
に
分
け
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
場
公
開
に
は
、
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
約
50
名
が
参
加
し
、
水

溜
内
や
集
落
の
山
す
そ
に
あ
る
取

水
口
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
近
代
の
歴
史
遺
跡

に
触
れ
な
が
ら
、
熱
心
に
説
明
を

聞
い
て
お
り
、「
来
て
よ
か
っ
た
、

歴
史
の
繋
が
り
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

で
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

海
上
保
安
庁
で
は
、（
公
財
）
海

上
保
安
協
会
の
協
力
を
得
て
、
海
洋

環
境
保
全
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
小
中
学
生
を
対
象

と
す
る
「
未
来
に
残
そ
う
青
い
海
・

海
上
保
安
庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
18
回
目
と
な
る
、
平
成
29

年
度
の
同
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
右
か

ら
古
仁
屋
小
学
校
３
年
の
村
田
春
希

さ
ん
、
古
仁
屋
小
学
校
４
年
の
宮
島

和
香
さ
ん
、
古
仁
屋
中
学
校
３
年
の

冨
裕
稀
さ
ん
の
３
名
が
受
賞
し
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

久慈 水 溜 跡 の 発 掘
現 場 公 開 が 開 催

２月 24 日（土）歴史の謎を解く

３月 13 日（火）おめでとう！

　

阿
木
名
保
育
所
で
防
火
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
火
教
室
は
、
昨
年
よ
り
瀬
戸
内

町
消
防
団
が
開
催
し
て
い
る
、
子
供

向
け
の
火
災
予
防
教
室
で
す
。

　

教
室
で
は
、
団
員
が
イ
ラ
ス
ト
を

使
い
な
が
ら
、
消
火
器
の
使
い
方
を

ク
イ
ズ
形
式
で
説
明
し
た
り
、
ダ
ン

ス
を
通
じ
て
防
火
の
大
切
さ
を
教
え

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
工
夫
を
こ
ら
し

た
ク
イ
ズ
や
ダ
ン
ス
に
「
は
ー
い
」

と
元
気
に
答
え
な
が
ら
、
火
災
予
防

を
楽
し
く
学
ん
で
い
ま
し
た
。

阿木 名 保 育 所 で 防 火 教
室 が 開 催 さ れ ま し た1 8 回未来に残そう青い海コンテス

トの受賞報告に来てくれました

２月１日（木）防火を知る

↑久慈水溜（佐世保海軍軍需部大島支庫）跡の説明会
明治24 年（1891 年）、久慈集落に奄美群島初の軍事施設

（石炭庫）が建設されました。
明治28 年（1895 年）には、現存する赤レンガ構造の水溜
が建設されました。

↑施設で収集されたレンガの説明
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委
嘱
式
で
は
、
委
嘱
状
及
び
名
刺

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
地
さ
ん
は
「
ふ
る
さ
と
の
事
を

い
ろ
ん
な
形
で
応
援
し
て
い
く
こ
と

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
瀬
戸
内
町
か

ら
日
本
を
代
表
す
る
若
い
リ
ー
ダ
ー

を
輩
出
で
き
る
お
手
伝
い
が
で
き
た

ら
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

宮
地
さ
ん
は
、
英
語
や
歌
、
ダ
ン

ス
を
通
じ
て
様
々
な
事
を
学
ぶ
、
ヤ

ン
グ
ア
メ
リ
カ
ン
ズ
in
鹿
児
島
大
会

の
会
長
を
務
め
て
お
り
、
本
町
か
ら

も
参
加
者
の
招
待
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

嘉
鉄
集
落
の
マ
ネ
ン
崎
展

望
公
園
開
園
式
が
開
催
さ
れ
、

県
や
町
、
工
事
、
集
落
関
係
者

な
ど
約
30
人
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

マ
ネ
ン
崎
展
望
公
園
整
備

は
、県
の
魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
の
一
環
で
、
に
ぎ
わ
い

回
廊
整
備
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
事
業
費
は
、
約

１
億
１
千
万
円
。

押角 出 身 宮 地 正 治 さ ん が 観
光 大 使 に 委 嘱 さ れ ま し た

マネ ン 崎 展 望 公 園
の 開 園 式 が 開 催

３月 21 日（水）まちの魅力を発信

　

高
丘
保
育
所
保
育
士
の
木き

邨む
ら

み
ゆ

き
さ
ん
が
長
年
に
わ
た
っ
て
保
育
事

業
に
精
励
し
、
児
童
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉

法
人
鹿
児
島
県
保
育
連
合
会
の
平
成

29
年
度
鹿
児
島
県
保
育
事
業
研
究
大

会
に
あ
た
り
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

木
邨
さ
ん
は
表
彰
を
受
け
て
、

「
23
年
間
子
ど
も
達
を
保
育
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
表
彰
を
機

に
よ
り
い
っ
そ
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

木邨 み ゆ き さ ん が 県 保 育 連
合 会 か ら 表 彰 さ れ ま し た

３月 10 日（土）マネン崎周辺を一望できます

３月 13 日（火）おめでとうございます

↑アマミホシゾラフグの紹介も

↑マネン崎展望公園開園式テープカット
約２年をかけてあずまや、ベンチ、駐車所、周辺の風景見所
マップなどが新たに整備されました。嘉鉄集落の渡辺治雄区
長は「この場所は30 年ほど前、集落の青壮年団が地元の地権
者から無償で借り受けて整備し、景観を維持してきました。訪
れた人がゆったりと心癒せる場所になれば」と話しました。
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平成３０年度４月号
鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

↑ 校長を前に宣誓文を読みあげる
十倉弘丞さん（古仁屋中）

↑ 在校生と初めて対面する新入生 入学式後の対面式

↓ 入学式後，初めてのＬＨＲ

↑ 歓迎の言葉を
述べる

渡 智大さん
（３年生）

第 回入学式
晴天に恵まれた４月９日に，本校

体育館で第 回入学式が行われまし

た。今年度古仁屋高校に入学した新

入生は 人です。新入生を代表して

十倉弘丞さんが「学業に励むととも

に本校の校則に従い本校生徒として

の本分を守ることを誓います」と力

強く宣言をしました。大山校長は式

辞の中で，新入生に向けて「目標を明

確にする」・「生活習慣を確立する」・

「感謝の気持ちをもって生活する」

の三点を意識して高校生活をスター

トして欲しいと話しました。

御列席いただいた来賓の方々，祝

電・祝詞をいただいた方々，その他関

係の方々に心から御礼を申し上げま

す。

平成 年度 転入職員の紹介

↑ 新入生を代表して
挨拶をする
安江海都さん
（阿木名中）

①教科等 ②趣味・特技 ③古高生へ一言

①家庭

②紬のパッチワーク・ゴルフ

③私は「愚直」という言葉が好

きです。人が見ていない所で

も手を抜かず，一生懸命頑張

るという意味です。

古仁屋高校の今の素晴らし

い取組を一緒に頑張って行き

ましょう。よろしくお願いし

ます。

①理科

（専門：生物，化学）

②ソフトテニス

ラグビー観戦

③古仁屋のいろいろな

ことを教えてくださ

い。これからよろしく

お願いします

①芸術科 書道

②カメラ，ドライブ

ショッピング

③出逢いに感謝！

一緒に古仁屋高校を

盛り上げよう！

①英語

②ＤＩＹ

③夢実現のために

一緒に頑張りまし

ょう

４月 日に部活動紹介を行いました。

１年生が部活動に関心を持ち，入部する

ように毎年実施しています。部活動によ

っては言葉だけでなく，練習メニューを

実演しながら紹介していました。

①国語

②音楽鑑賞・書道

③古高生の皆さん

のエネルギーを感

じながら，一緒に

楽しみ，成長して

いきたいです。よろ

しくお願いします

①地歴公民

②ふせん集め

③山口県出身です。

皆さんが「地歴公民」を

好きになるよう頑張ります。

よろしくお願いします。

部活動紹介

福壽 恵子 前原 奈緒美 久保 優子

後迫 里保櫻井 佳織輝 祐希



水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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井
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計
金
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也

司法書士による法律相談会（無料）のご案内
　　　場所：町営コーラルタウン船津団地　集会所

　　　日時：５月17日（木）午前10時～午後１時

　　　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

　　　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

　　　☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）

広告

戸
籍
の
窓
は
、
３
月
に
届
け
ら
れ
た
分
の
う
ち
、
希
望
者
の
み
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）
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ま ち の 話 題

卒業おめでとう｜町内各地の学校で卒業式

　平成 30 年３月に町内各地の学校で卒業式が行われました。卒業生は、たくさんの思い出がつまった学
び舎で、恩師や友人との別れを惜しんでいました。
小学校卒業者数計 77 人、中学校卒業者数計 63 人

篠川小中学校

油井小中学校

古仁屋中学校

嘉鉄小学校

伊子茂小中学校

薩川小学校


